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原著論文・総説・症例報告（邦文） 
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2) 冨藤雅之, 山下拓, 荒木幸仁, 塩谷彰浩. 経口的手術の現状と未来 咽喉頭がんに対す

る経口的咽喉頭部分切除術 （解説）. 頭頸部外科. 23(1): 1-6, 2013.06. 
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グ(解説/特集). 頭頸部外科. 85(8): 562-567, 2013.07. 

12) 冨藤雅之, 塩谷彰浩. 喉頭・下咽頭悪性腫瘍に対する経口的切除術 Transoral 

videolaryngoscopic surgery (TOVS). (解説) 喉頭 25(2): 70-72. 2013.12. 

13) 荒木幸仁, 塩谷彰浩, 大久保啓介. 嚥下手術 私の術式 反回神経麻痺における誤 

嚥の外科的対応.（解説） 嚥下医学. 2(2): 191-193, 2013.09. 

14) 荒木幸仁, 塩谷彰浩. 咽喉頭・頭頸部領域の悪性腫瘍とのどの異常感. (解説/総説) 

ENTONI. 160: 23-31, 2013.11. 

15) 田中雄也, 山下拓, 冨藤雅之, 荒木幸仁, 塩谷彰浩. 当科における中咽頭扁平上皮癌

の臨床統計および p16 発現に関する検討. 頭頸部外科. 23(2): 199-204, 2013.10. 
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PVSF/UCLA Neoplastic Lesions of the Larynx + Voice & Deglutition- update in Dx 

& Tx UCLA, Los Angels 2013.02. (Work Shop) 

2) Kurioka T, Matsunobu T, Niwa K, Tamura A, Kawauchi S, Satoh Y, Sato S, 

Shiotani A. A novel animal model for studying blast injuries of the inner ear using 

laser-induced shock waves. 36th MidWinter Meeting, Association for Research in 

Otolaryngology. Baltimore, USA. 2013.02. 

3) Kamide D, Yamashita T, Shiozawa S, Shiotani A. c-Fos/activator protein-1 

inhibitor prevents lymph node metastasis with head and neck cancer in orthotopic 

implantation model. American Head and Neck Society 2013 annual meeting 

during Combined Otolaryngology Spring Meetings. Orlando, USA. 2013.05. 
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4) Maeda M, Yamashita T, Matsunobu T, Araki K, Tomifuji M, Shiotani A. 

Outpatient oral chemotherapy with s-1 for unresectable or distant metastatic 

head and neck cancer. American Head and Neck Society 2013 annual meeting 

during Combined Otolaryngology Spring Meetings. Orlando, USA. 2013.05. 

5) Shiotani A. New Frontiers in Laryngology, Transoral videolaryngoscopic surgery 

(TOVS) for en bloc resection of supraglottic/ hypopharyngeal cancers. 20th World 

Congress of the International Federation of Oto-Rhino-Laryngological Societies. 

Seoul, Korea. 2013.06. (Symposium) 

6) Araki K, Mizokami D, Yamashita T, Tanaka N, Tomifuji M, Shiotani A. Tacrolimus 

Prevent the Development of Laryngo-tracheal stenosis in the Novel Rat model. 

2013 Annual Meeting of American Academy of Otolaryngology-Head and Neck 

Surgery Foundation. Vancouver, Canada. 2013.09. 

7) Araki K, Mizokami D, Tomifuji M, Yamashita T, Kosuda S, and Shiotani A. 

Feasibility Animal Study of Novel ICG Sentinel Node Detection Technique in 
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8) Kosuda S, Araki K, Mizokami D, Tomifuji M, Yamashita T, Shiotani A. Feasibility 

of novel ICG-radiocolloid sentinel node detection technique in head and neck 

region using animal model. EANM'13. Annual Congress of the European 

Association of Nuclear Medicine. Lyon, France. 2013.10. 

9) Shiotani A. Transoral Videolaryngoscopic Surgery (TOVS) for en bloc resection of 

supraglottic / hypopharyngeal cancers. 3rd international Severance Robotic 

Surgery Symposium. Seoul, Korea. 2013.10.( Educational Lecture) 

10) Shiotani A. Transoral Videolaryngoscopic Surgery (TOVS) for supraglottic / 

hypopharyngeal cancers. The 12th Taiwan-Japan Conference on Otolaryngology 

Head and Neck Surgery. Taipei, Taiwan. 2013.12.( Symposium) 
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国内学会発表 

1) 塩谷彰浩. 【自衛隊医療の在り方 ～２１世紀の今 我々はどうあるべきか？～】 防

衛医大病院の立場から.  (パネルディスカッション) 平成 24年度 防衛医学セミナ

ー. 防衛省(東京). 2013.01. 

2) 溝上大輔, 松延毅, 桒田成雄, 田村敦, 塩谷彰浩, 森田一郎, 吉村一克. 航空自衛隊の

騒音性聴覚障害. 防衛衛生学会. 東京. 2013.01. 

3) 山下拓, 荒木幸仁, 冨藤雅之, 塩谷彰浩. Transoral Videolaryngoscopic 

Surgery(TOVS)による舌根病変へのアプローチ法と治療成績. 日本頭頸部外科学会. 

鹿児島. 2013.01. 

4) 田中雄也, 山下拓, 荒木幸仁, 冨藤雅之, 塩谷彰浩. 当科における中咽頭癌の臨床統計

および p16発現に関する検討. 第 24回日本頭頸部外科学会. 鹿児島. 2013.01. 

5) 田中伸明, 松延毅, 山下拓, 塩谷彰浩. 甲状腺癌 90症例の臨床統計および actinin-4

蛋白、癌細胞浸潤様式との関連性. 第 24回日本頭頸部外科学会. 鹿児島. 2013.01. 

6) 冨藤雅之, 山下拓, 荒木幸仁, 塩谷彰浩. (シンポジウム) 経口的手術の現状と未来 咽

喉頭がんに対する経口的咽喉頭部分切除術 Transoral Videolaryngoscopic Surgery 

(TOVS). 第 24回日本頭頸部外科学会. 鹿児島. 2013.01. 

7) 谷合信一, 山下拓, 冨藤雅之, 荒木幸仁, 塩谷彰浩. 日本語版 Dysphagia Handicap 

Indexの作成－言語的妥当性を担保した翻訳の作成. 第 37回日本嚥下医学会. 京都. 

2013.01. 

8) 荒木幸仁, 溝上大輔, 冨藤雅之, 小須田茂, 塩谷彰浩. ICGセンチネル法のコロイド化

に関する基礎的検討. 平成２４年度厚生労働科学研究費補助金：がん臨床研究事業

（H24-がん臨床-一般-006）「N0口腔癌における選択的頸部郭清術とセンチネルリン

パ節ナビゲーション手術の無作為化比較試験」班 平成 24年度 第 2回班会議. 名

古屋. 2013.02. 

9) 前田真由香, 山下拓, 塩谷彰浩. 遠隔転移または切除不能頭頸部癌症例に対する TS-

１療法の検討. 関越 DIF学会. 大宮. 2013.02. 
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10) 冨藤雅之, 塩谷彰浩. 【エキスパートを囲んで】喉頭・下咽頭悪性腫瘍に対する経

口的切除術 Transoral videolaryngoscopic surgery (TOVS).  (特別企画) 第 25回

日本喉頭科学会. 横浜. 2013.03. 

11) 塩谷彰浩. 咽喉頭癌に対する経口的手術. (教育講演) 気管食道科学会専門医大会. 松

江. 2013.03. 

12) 福森崇之, 冨藤雅之, 田中伸吾, 山下拓, 荒木幸仁. 披裂軟骨脱臼の 3症例. 第 34

回東日本音声外科研究会. 東京. 2013.04. 

13) 溝上大輔, 山下拓, 大谷直樹, 森健太郎, 田中雄也, 塩谷彰浩. 総頸動脈を合併切除

し橈骨動脈で血行再建した甲状腺未分化癌の 1例. 第 2回頭頸部腫瘍セミナー. 大宮. 

2013.04. 

14) 溝上大輔, 小須田茂, 塩谷彰浩, 中村豊, 鈴木秀和, 木下文雄, 五月女恵一, 諸角強

英. 甲状腺癌術後 131Iアブレ―ションにおける SPECT/CTの検討. 第 50回腫瘍・

免疫核医学研究会. 東京. 2013.04. 

15) 宇都宮一歩, 松延毅, 田中雄也, 福森崇之, 鈴木洋, 宮川義弘, 栗岡隆臣, 丹羽克樹, 

上出大介, 田中伸明, 田村敦, 溝上大輔, 冨藤雅之, 荒木幸仁, 山下拓, 塩谷彰浩. 眼

症状を併発した副鼻腔疾患手術症例の臨床検討. 第 114回日本耳鼻咽喉科学会総会. 

札幌. 2013.05. 

16) 冨藤雅之, 荒木幸仁, 山下拓, 松延毅, 田中伸明, 上出大介, 田中伸吾, 田中雄也, 福

森崇之, 塩谷彰浩. 喉頭癌に対する自動縫合器(linear stapler)を用いた喉頭全摘術. 

第 114回日本耳鼻咽喉科学会総会. 札幌. 2013.05. 

17) 塩谷彰浩. 経口的咽喉頭部分切除術 TOVS.  (特別講演) 第 25回徳島耳鼻咽喉科

治療手技研究会. 徳島. 2013.06. 

18) 冨藤雅之, 塩谷彰浩. 頭頸部表在癌の診断と治療 頭頸部表在癌に対する Transoral 

videolaryngoscopic surgery(TOVS). 第 37回日本頭頸部癌学会. 東京. 2013.06. 

19) 鈴木洋, 冨藤雅之, 田中雄也, 荒木幸仁, 山下拓, 岩屋啓一, 塩谷彰浩. 頭頸部表在

癌における導管内進展、腺組織進展の検討. 第 13回頭頸部表在癌研究会. 東京. 

2013.06. 



7 

 

20) 谷合信一, 鈴木洋, 冨藤雅之, 荒木幸仁, 塩谷彰浩. 音声治療により顕著な改善を示

した過緊張性発声障害の一例. 第 58回日本言語聴覚学会. 札幌. 2013.06. 

21) 廣川祥太郎, 田中雄也, 溝上大輔, 山下拓, 冨藤雅之, 荒木幸仁, 松延毅, 塩谷彰浩. 

多剤耐性 Acinetobacter感染症を続発し重症化した深頸部膿瘍の一例. 第 113回日耳

鼻埼玉地方部会. 大宮. 2013.06. 

22) 溝上大輔. 気管切開の適応、手術手技およびその管理. （株）テルモ社内勉強会. 

東京.  2013.08. 

23) 栗岡隆臣, 松延毅, 冨藤雅之, 荒木幸二, 山下拓, 塩谷彰浩. 当科における唾液腺管

内視鏡を併用した低侵襲唾石治療の現状. 第 26回日本口腔咽頭科学会. 名古屋. 

2013.09. 

24) 塩谷彰浩. Transoral Videolaryngoscopic Surgery (TOVS) ～咽喉頭癌に対する新

しいminimally invasive surgery ～. (特別講演) 第 14回静岡がん治療フォーラム. 

浜松市. 2013.09. 

25) 荒木幸仁, 溝上大輔, 冨藤雅之, 山下拓, 藤井博史, 小須田茂, 塩谷彰浩. 頭頸部癌

における ICG法によるセンチネルリンパ節生検の工夫 － ICG-コロイド化法の基礎

的検討. 第 15回 SNNS研究会学術集会. 釧路. 2013.09. 

26) 先間泰史, 小須田茂, 溝上大輔, 塩谷彰浩, 中村豊, 鈴木秀和, 木下文雄, 五月女恵

一 諸角強英. 甲状腺癌術後 131Iアブレ―ション時の SPECT/CTで検出された成熟

嚢胞性奇形腫. 第 42回埼玉核医学研究会. さいたま. 2013.10. 

27) 谷合信一, 田中伸明, 栗岡隆臣, 冨藤雅之, 荒木幸仁, 前新直志, 塩谷彰浩. 突然発

症した高齢吃音症例の経過. 第 58回日本音声言語医学会. 高知. 2013.10. 

28) 田村敦, 松延毅, 丹羽克樹, 栗岡隆臣, 塩谷彰浩. 音響外傷に対する低出力レーザー

照射による内耳保護効果の検討. 第 58回日本聴覚医学会. 松本. 2013.10. 

29) 松野直樹, 冨藤雅之, 宇都宮一歩, 田中雄也, 塩谷彰浩. 深頸部膿瘍から降下性縦隔

炎をきたした１例. 第 115回日耳鼻埼玉地方部会. 大宮. 2013.10. 

30) 藤崎知園子, 荒木幸仁, 宇都宮一歩, 宮川義弘, 福森崇之, 栗岡隆臣, 東隆一, 塩谷
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彰浩. 術後咽頭瘻に対する陰圧閉鎖療法の経験. 第 115回日耳鼻埼玉地方部会. 大宮. 

2013.10. 

31) 鈴木洋, 冨藤雅之, 田中雄也, 山下拓, 荒木幸仁, 塩谷彰浩. 舌癌術後、後発ルビエ

ールリンパ節転移に対するナビゲーション下、経口的ルビエールリンパ節摘出術を施

行した１例. 第 15回 耳鼻咽喉科手術支援システム・ナビ研究会. 京都. 2013.10. 

32) 荒木幸仁, 冨藤雅之, 山下拓, 塩谷彰浩. 【咽喉頭・頸部食道癌の治療戦略】経口的

手術の限界. (パネルディスカッション) 第 65回日本気管食道科学会学術講演会. 東

京. 2013.10. 

33) 塩谷彰浩. 経口的に行う咽喉頭手術. (特別講演) 平成 25年度日耳鼻島根県地方部会

研修会. 出雲. 2013.10. 

34) 山下拓, 荒木幸仁, 冨藤雅之, 塩谷彰浩. 頭頸部領域からみた重複癌の現状と治療戦

略. (シンポジウム) 第 65回日本気管食道科学会総会. 東京. 2013.11. 

35) 冨藤雅之, 荒木幸仁, 山下拓, 塩谷彰浩. 咽喉頭がんに対する経口的咽喉頭部分切除

術 Transoral Videolaryngoscopic Surgery (TOVS). (シンポジウム) 第 65回日本気

管食道科学会総会. 東京. 2013.11. 

36) 溝上大輔, 冨藤雅之, 山下拓, 荒木幸仁, 塩谷彰浩. 声門上・中下咽頭癌に対する

TOVS. 第 6回喉頭機能温存研究会. 東京. 2013.11. 

37) 塩谷彰浩. 内視鏡検査 ‐付加機能の活用法（NBIなど）.  (実技講習) 第 27回日

本耳鼻咽喉科学会専門医講習会. 名古屋. 2013.11. 

38) 溝上大輔, 塩谷彰浩, 小須田茂. 甲状腺癌術後 131I外来アブレーションにおける

SPECT/CTの有用性. 第 878回放射線診療研究会. 東京. 2013. 11. 
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